
岐路に立つ日本
未来を決める投票 シリーズ１

１２月２日、衆議院議員選挙が公示されました。いわれなき解散と言われ、解散

を理解できない国民が多数いました。しかし、新聞紙上では暴走する安倍政権を選

択するのかという読者からの発言が相次いでいます。

衆議院の解散は首相の権限です。安倍首相は衆議院では圧倒的な自民党議員を占め

ていて、任期をあと２年も残しているうえでの解散に踏み切っ

たのです。解散の裏には明確な目的が隠されています。

「選挙に行っても何も変わらない」「忙しくて選挙どころでは

ない」「誰に投票しても同じだ」しかし、一方では「消費税が大

変だ」「年金が心配だ」「子供の将来に不安がある」などの声を

聞くのも事実です。「投票は弾丸より強し」（エービラハム・リ

ンカーン）と過去の偉人は語っています。面倒でも、分かりに

くくても候補者や政党の主張を聞き、そして考え選挙に行き、

自分を主張することが大切とではないでしょうか。

１２／２中日新聞より

【ＰＳ】１２月２日に菅原

文太さんが先月亡くなったこ

とを報道しました。文太さん

は１１月１日に沖縄知事選で

「最も大切なことは戦争をし

ないこと」と演説を行いまし

た。「戦争をさせない１００

０人委員会」の呼びかけ人に

も名を連ねるなどの活動を亡

くなるまで行っていました。

今、私たちは何ができるか考

えることが大切と考えます。
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